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  令和２年４月１３日提供（事前情報・事後情報）

名 称 「ゼロカーボンシティ」の認定を受けました。 

趣 旨

（目的）

近年、地球温暖化が原因とされる気候変動による影響が世界中で観測され

ており、将来的に様々なリスクが懸念されています。

２０１５年に合意されたパリ協定では、「平均気温上昇の幅を２℃未満と

する」目標が国際的に共有されました。また、ＩＰＣＣ（国連の気候変動に

関する政府間パネル）特別報告書では、「気温上昇を２℃よりリスクの低い

１.５℃に抑えるためには、２０５０年頃までに二酸化炭素（ＣＯ２）の実質

排出量をゼロにする必要がある」と示されています。この目標達成に向け、

地方公共団体、民間企業、ＮＰＯなど国家以外の主体による脱炭素社会に向

けた取組が急速に広がっています。

こうした中、小泉環境大臣から地方公共団体での取組の重要性が表明さ

れ、環境省が全国の地方公共団体に呼びかけを行っています。

内 容

半田市においても、これに賛同し、『２０５０年までにＣＯ２排出量実質ゼ

ロ』に取り組むことを令和２年２月２０日に表明しました。

この表明について環境省に報告をしたことにより、この度、本市が国内８

８番目のゼロカーボンシティとして、環境大臣から認定されました。

（別紙参照）

※表明した地方公共団体の一覧等は、

https://www.env.go.jp/policy/zerocarbon.htmlをご参照ください。

担当者

情熱メッセージ

「２０５０年までにＣＯ２排出量実質ゼロ」の実現に向けては、バイオマ

スなどの再生可能エネルギーの利用拡大が大きな鍵を握っています。現在、

市内には、ＣＯ２の増減に影響しない「カーボンニュートラル（※１）」と言わ

れる『木質バイオマス』発電所が２か所稼働しています。さらに、令和３年

秋には、食品残さや生ごみ、畜産糞尿などを原料として発電を行う『メタン

発酵バイオガス』発電所が稼働予定です。 

こうした環境に配慮した企業（※２）が、複数立地する本市の長所を市民や

市内事業者の皆様に知っていただき、本市がＣＯ２排出量ゼロを目指すこと

の意義をご理解いただきたいと思います。 

別 紙 有     ・      無

半田市企画課広報情報担当         

０５６９－８４－０６０３         

問合わせ

市民経済部

環境課長 大嶽浩幸

０５６９－８４－０６２７

令和２年３月定例会市議会（２月２０日開催）市長施政方針

（前略）本市においても、（中略）まずは令和２年度に策定します「第

２次半田市環境基本計画」において、（中略）２０５０年を目途にＣＯ

２排出量を実質ゼロにする目標を掲げ、地球温暖化対策に取り組んでま

いります。（後略）





※１ カーボンニュートラル

ライフサイクルの中で、二酸化炭素の排出と吸収がプラスマイナスゼロのことを言います。

例えば、植物の成長過程における光合成による二酸化炭素の吸収量と、植物の焼却による二

酸化炭素の排出量が相殺され、実際に大気中の二酸化炭素の増減に影響を与えないことが考

えられます。このように、化石燃料の代わりに、バイオマスエネルギーを利用することはカー

ボンニュートラルだと考えられ、二酸化炭素の発生と固定を平衡し、地球上の二酸化炭素を一

定量に保つことができます。

（中部電力ＨＰ引用）

※２ 市内のバイオマス発電施設

サミット半田パワー（株）半田バイオマス発電所

◇所 在 地：半田市川崎町

◇稼 働 日：平成２９年６月２０日 

◇事業内容：木質リサイクルチップ、ＰＫＳ（パーム椰子殻）を利用した木質バイオマス発電

◇発電能力：７５,０００ｋｗ（一般家庭約 150,000 世帯分）

ＣＥＰＯ半田バイオマス発電所

◇所 在 地：半田市日東町

◇稼 働 日：令和元年１０月１日

◇事業内容：木質リサイクルチップ、ＰＫＳ（パーム椰子殻）を利用した木質バイオマス発電

◇発電能力：５０,０００ｋｗ（一般家庭約 120,000 世帯分）

ビオぐるファクトリーＨＡＮＤＡ（事業者：㈱ビオクラシックス半田）

◇所 在 地：半田市松堀町

◇稼 働 日：令和３年１０月（予定）

◇事業内容：食品残さ、生ごみ、畜産糞尿などをメタン発酵させて発生したガスを利用したバイオ

ガス発電及び隣接の植物工場（グループ会社による経営）での排熱・排ガス利用

◇発電能力：８００ｋｗ（一般家庭約 1,500 世帯分）

【半田市バイオマス産業都市構想における中心プロジェクト】


